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資料：部分反応速度定数　　　反応論による有機化学（稲本直樹）より



メモ

【１】配向性を決めるのはπ電子の効果、つまり共鳴効果（M）である。この効果は、共役

骨格炭素上を一つ飛ばしに働く。つまり本系では、o-, p-位で強く働く。o-, p-位の反応を特

に速くするか（o,p-配向）、特に遅くするかが配向性の原因となる。

【２】m-配向という語は本質的なものではない。「m-が難しいけど、o-, p-がもっと難しい

から、しかたなくm-に行く」という消極的選択の結果である。

【３】誘起効果（I）は、σ電子の効果であり、原子の電気陰性度が支配する。ベンゼン環全

体の反応活性に対しては、I とMの両方が影響する。

【４】Mと Iとが共存する場合には、一般にはM が勝る。そう考えると上記分類の（１）

と（３）は容易に理解できる。しかし、ハロゲンは窒素族や酸素族に比べて電気陰性が強い

ので、M効果とかなり拮抗する。それが上記のボーダー（２）となって現れる。

★　Ｈ１３院試より　置換基効果

求核アシル置換は、酸触媒のときとアルカリ触媒のときとで反応機構が異なる。この機構を中間体を

含めて丁寧に描き、どの段階が、カルボニルのδ+性が増すと有利になるか、減ずると有利になるか、

律速段階はどれか、を考察すればよい。


